
事業名:大雨災害における復興支援団体サポートプログラム 提出日:　2022年2月28日
分配団体名:　一般社団法人RCF　　　　　　　　　

Ⅰ. 公募～選定の結果

項目 事業数 団体数

選定予定件数（※） 1~3 1~3

申請件数 2 2

選定件数 1 1
　※公募枠数の事業数と団体数は、基本的に同じ数値を入力

Ⅱ.公募プロセス

分類

3
1

1～10
HP ✔

SNS ✔

メール -
チラシ
関連組織を通じた広報 ✔

プレスリリース
その他（入力）

8
有
資金分配団体のプログラム・オフィサー

22
22

HP ✔

SNS ✔

メール
チラシ
関連組織を通じた広報 ✔

プレスリリース
その他（入力） （「その他」を選んだ場合は入力⇒）

審査委員人数 3
うち、外部の専門家委員 3
うち、内部の委員
その他（入力） （「その他」を選んだ場合は入力⇒）

Ⅲ. ガバナンス・コンプライアンスの状況

分類

Ⅳ公募の設計について

分類

想定より少なかった

実行団体の公募結果報告

項目 記入欄

説明会・個別相談会

説明会への参加団体数（半角数字）
説明会の実施回数（半角数字）
個別相談会の実施回数（選択式）※電話での相談も含む

評価に関する説明の実施の有無（選択式）

評価に関する説明の主な実施者（選択式）

説明会の告知媒体の種類
（利用した媒体は「✔」を選択。複数選択可）

説明会の告知期間（日数。半角数字）※告知開始～説明会

（「その他」を選んだ場合は入力⇒）

工夫したこと、良かったこと（500字以内）

・原則オンライン参加として開催し参加のハードルをさげた
・評価の説明や必要資料は可能な限り簡素化し、申請のハードルをさげた
・参加団体が少数であることを確認し、個別のケースに合わせた説明を実施し、質疑応答の時間を充
実させた。

課題（500字以内）

・被災地にて支援の実行団体を募集するというニュアンスの伝え方（被災地の事業者からの問い合わ
せがあるが、実行団体ではなく被支援者として支援依頼を複数件受けた)
・災害時の支援という特殊性から、特に被害が広域な場合に全地域において候補団体を発掘すること
にはハードルがあり、緊急期・復旧期を担う団体との連携の強化が必要

募集の告知期間（日数。半角数字）※告知開始～募集受付
募集の受付期間（日数。半角数字）

説明会の告知媒体の種類
（利用した媒体は「✔」を選択。複数選択可）

・申請にあたっての相談対応を実施したことにより、団体の概要（代表者の考え方、活動状況、今後
の見通しなど）が把握できた
・地域のFacebookコミュニティ等、復興支援関係者が集うSNSコミュニティへの投稿

・被災地が広範に渡る災害のため、本事業に応募しうる実行団体を掘り起こす難易度が高い

実行団体の公募における申請団体との面談（必要に応じ

て現地調査）はどのように実施しましたか。（200字以

内）

審査を行う者の利益相反の防止措置はどのように行いま
したか。（200字以内）

審査委員が役員を務める団体について事前に確認を実施

項目 実施内容

実行団体選定予定件数に対して申請団体数は想定通りで
したか。（選択式）

実行団体の公募

実行団体のコンプライアンス/ガバナンス体制の確認を

どのように行いましたか。（200字以内）
JANPIA指定の必要書類の確認およびヒアリングを通じての団体の運営状況の確認

申請書において確認点が発生した場合にはオンラインヒアリングを実施

審査の過程で第三者の意見聴取等、専門的な意見をどの
ように取り入れましたか。（200字以内）

外部審査委員による審査を実施

過去の被災地域において復興支援事業を経営する委員を2名、社会事業を経営する委員を1名選出した
ことにより、復興支援事業としての事業の妥当性、社会事業としての事業性の両面から審査ができた

特になし課題（500字以内）

項目 実施内容

工夫したこと、良かったこと（500字以内）

課題（500字以内）

審査

審査委員について（半角数字）

工夫したこと、良かったこと（500字以内）

募集



想定通り（または想定
以上）だった

Ⅴ. 選定結果の通知及び公開の状況

分類

実行団体の選定しなかった理由の
通知

はい

はい

記入欄

実行団体に選定しなかった各選定申請団体に対し、その
理由と改善すべき点を示しましたか。（選択式）
情報公開をホームページ等で行いましたか。（選択式）

選定結果の情報公開

（上記の設問について）公募に対する申請団体数が想定
通りでなかった場合は、その要因は何だと思われます
か。
（500字以内）

・被災地が広範なため、候補となる団体に公募情報が行き届かなかった。
・復興支援を担う実行団体を募集するといったニュアンスが伝え切れていなかった(中長期的に地域の
復興を目指す意欲のある団体を対象にしていたものの、実行団体ではなく被支援者として支援依頼を
複数件受けたため）

「はい」の場合：　　ページURL https://rcf311.com/2022/02/08/kyumin-2/
「いいえ」の場合：　公開予定日（YYYY/MM/DD）

設定した社会課題の解決に対して、選定した実行団体の
事業内容（目標、対象者、地域、活動、金額、規模等）
は想定通りでしたか。（選択式）
（上記の設問について）想定通り（または想定以上）
だった場合、何を工夫したことで想定通りの事業申請が
あったと思われますか。また、想定を下回っていた場
合、その原因は何だと思われますか。（500字以内）

オンライン公募説明会や公募期間中の質問対応の中で、公募事業の考え方をご理解いただけたと考え
られる

項目

申請団体数について

実行団体の事業内容について

https://rcf311.com/2022/02/08/kyumin-2/
https://rcf311.com/2022/02/08/kyumin-2/
https://rcf311.com/2022/02/08/kyumin-2/

	実行団体の公募結果報告書 (入力用)

